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ITで、社会の願い叶えよう。

私たちの使命は、

先進的なデジタル技術やノウハウを駆使し、

これまでにない新たな発想とやり方で

世の中がが抱えている課題を解決すること。

それによって社会に更なる活力と彩りを与え、

昨日より笑顔であふれる未来を創造したい。

ITには、明日をもっと明るくする力があるはずだから。
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当社グループは、事業活動を通して、イノベーション・共創を通じ社会に豊かさを

提供する、さまざまな取り組みを進めています。
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社会課題をデジタル技術を使って解決する

 TISとしてエネルギー事業を通じて進めていくべきことは、社会課題をデジタル技術を使って解決
ていくこと。

×Energy
Degital
Technology

社会課題

低・脱炭素化

都市への集中
地方の衰退

VPP/エネルギーマネジメント

MaaS

IoT

BlockChain

レジリエンス基盤
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AGENDA

1. TISのご紹介

2. EchonetLite WebAPI を活用したVPPの取り組み

3. 脱炭素ソリューションによるGXの実現に向けて
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1.TISのご紹介
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TIS株式会社（TIS Inc.）

◆創 業

◆設 立

◆資本金

◆従業員

1971年4月28日

2008年4月1日

100億円

連結：21,817名
単体：5,838名
（2021年3月31日現在）

◆売 上 高

◆主要銀行取引

◆上 場 市 場

連結：448,383（百万円）
単体：199,354（百万円）
（2021年3月期）

三菱UFJ銀行、
三菱UFJ信託銀行

東証第一部（3626）
（2021年10月現在）
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TISでは一般電力、大手都市ガス様を中心に約30年間、システム面からエネルギービジネスを支えてまいりました。

自由化に伴う新規参入企業向けに、その長年のノウハウを結集した独自ブランド「エネLink」を立ち上げ、

多くの企業様のビジネス立ち上げに寄与してまいりました。

昨今では、サスティナビリティーに寄与する新たな企業様や自治体様への新ビジネスも提供しております。

ガス

電力

営業送変電
発電

（原子力・火力）

営業供給
保安

配電

作る 運ぶ 配る 売る

生産
精製

導管

作る 運ぶ 守る 売る

新エネルギー

営業

売る

需給調整

需給

新ビジネス

VPP 卒FIT
Smart
Cityへの
寄与

新市場への
対応

一般電力

～導入実績～

大手ガス

TISにおけるエネルギー業界での取り組み

低・脱炭素

再エネ
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『エネLink』は、これまでTISが電力・ガスなどのエネルギー業界のお客様で培ってきたシステム構築技術・ノウハウをも
とに、料金計算・顧客管理から需給管理など電力業務で求められるあらゆるシステムをスピーディに提供するトータルソ
リューションです。

※『エネLink』は、エネルギー業界向けソリューションをフルラインナップで展開し、
一気通貫でSI・連携していくことをイメージした名称です。また、Linkには将来に渡り、
次々と新しいラインナップを生み出していくことをイメージしています。（商標登録

5798528）

エネLink導入実績 27 事業者

エネLink利用実績 +35 事業者
（取次での小売事業者など）

※上位20社中8社

2018年02月

TISにおける電力業界向けソリューション ～エネLink～
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VPPプラットフォームの展開について

VPPプラットフォームについても、2018年より調整力公募Ⅰ‘、VPP実証等のスキームでのご利用に向けてサービスローン
チを行い、複数のエネルギー事業者様にてご利用いただいております。
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TISにおける脱炭素の取り組み

現在TISは2021年の新中期経営計画の中で、事業を通じて解決を目指す4つの社会課題の1つとして、「低・脱炭素
化」を掲げております。「低・脱炭素化」に向けたお客様実証の支援、VPPを含むサービスの創出を行っております。

2016

2018

2019

2021

電力小売り自由化に向けサー
ビス群エネLinkをリリース、
現在までに25社の小売事業者
が利用。多くの事業者で再エ
ネ料金プランを提供する基盤
となっています。

I-ON社サービスをローカライズした調
整力公募Ⅰ’および実証向けにエネLink 
VPP+をリリース。
大手エネルギー事業者を中心に複数の
事業者で利用。

2022

エネルギー×MaaSでエネル
ギーの地産地消と、過疎地域
における移動手段の減少とい
う社会課題解決のためのプロ
ジェクトを開始。2021年現
在3地域での実証実験を実施。

事業を通じて脱炭素を実現するための
サービス群「Carbony」をリリース。
第一弾として、リニューアルしたVPP
プラットフォームを提供。

脱炭素ソリューション
提供開始

丸紅様のカタールにおける節
電新サービスや、関西電力様
とのEV環境価値取引実証な
どデジタル技術を駆使した脱
炭素の取り組みを複数支援。

脱炭素社会実現の取り組みを支援
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２．EchonetLite WebAPI を活用したVPPの取り組み
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VPP事業に取り組む背景：低・脱炭素化を進めていく上でのキーファクター

サービスに溶けるエネルギー

エネルギーの分散化
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電力システム改革と分散電源化への流れ

一連の電力システム改革と、再生可能エネルギーの普及および自立の流れを踏まえ、エネルギー
システムの在り方が分散電源化へ移行していっている。

大規模集中電源
分散型電源（再エネ）

の拡大

FIT FIP

電力小売全面自由化

発送電分離

柔軟な系統運用
（分散電源化）

大規模電源と需要地の接続

電力
システム

電源

系統

再エネ
活用

地域ごと
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再エネ普及と分散化をめぐってエネルギーシステムの在り方も変わる

低・脱炭素社会実現のために、エネルギーの分散化を進めていく上では、安定供給を前提にしな
がらも、エネルギーシステムの在り方そのものが変化していく。

大規模集中型エネルギーシステム 分散型エネルギーシステム

決められたものを
決められた通りつくる

あるもの・つぶつぶ
を組み合わせて価値をつくる

重厚・堅牢 軽量・柔軟

課題解決型 価値創造型

※イラストについて三菱電機HPより加工して抜粋
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サービスに溶けるエネルギー

エネルギーの分散化

VPP事業に取り組む背景：低・脱炭素化を進めていく上でのキーファクター
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サービスに溶けていくエネルギー：EaaS（Energy as a Service）へ

通信 エネルギー

✓ サービスが主役（インフラは前提）

✓ 使っていることを意識しない

✓ どこにでも存在する

✓ 再エネ利活用・低脱炭素化につながるサービスが

ひろがっていく

✓ サービス利用によりエネルギー安定供給に寄与していく

✓ 再エネ普及と共に限界コストが下がっていく
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エネルギーをサービスに組み込むためにデジタル技術が必要

サービスを主役としていく上では、IoTを活用した使用量等のデータ収集を行い、予測技術を活用したマネジ
メントが前提となる。また、これらの技術を前提として考え、エネルギーサービスを広く開発していく事が
求められている。

サービス

エネルギー

デジタル

EV/蓄電池
サービス

防災
サービス

使用量
収集

発電予測 需要予測 制御指示
トークン

化
決済・
精算

デマンド
レスポンス

エネマネ マイクロ
グリッド

環境価値 V2G P2P

経済性
合理化

CO2
見える化

家庭 業務・産業

MaaS
レジリエ
ンス

地域

IoT AI AI IoT BlockChain キャッシュレス

ECHONET Lite
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TISが提供するCarbony VPPプラットフォーム

対応範囲が限られている現行のエネLink VPP+ではなく、需給調整市場、容量市場をはじめ、デマンドサイ
ドフレキシビリティを制御可能な次期エネLinkとなる新ソリューション（現在グローバル展開版を日本向け
にローカライズ中）を最大限活用したクラウドサービスをローンチさせて頂きます。

調整力公募
Ⅰ‘

容量市場 需給調整市場対象市場

システム

スコープ

現在サービス提供している範囲 今後のサービス提供範囲

調整力公募
Ⅰ‘

容量市場 需給調整市場

①市場取引管理

③IoT基盤

②AC/RAシステム
現行エネLink VPP+での対応範囲
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パートナーI-ON社におけるグローバルでの取り組み

• I-ON社ではCMS(Contents Management System)だけでなく、VPPやエネルギーマネジメント領域
におけるエネルギーサービスにおいても強固なプレゼンスがあります。

• 韓国に加え、欧州、東南アジアでの実績を日本に展開していきます。
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Carbony VPPプラットフォーム システム構成図

計量情報管理

最適スケジューリング

精算（TSO/需要家）リソース分析

RA連係
(WebAPI/OpenADR)

計量データ収集
（受電端/機器端）

リソース制御

レポート作成支援

DR実績管理

取引価格連係

小売連係
（需給計画/CIS）

需給調整市場 容量市場 調整力公募Ⅰ‘

リソースRA事業者 xEMS

需給調整市場 OCCTO 送配電事業者

経済DR

JEPX

上位

下位

V
P

P

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

提
供
機
能

市
場
取
引

管
理

A
C

/
R

A
シ
ス
テ
ム

（
含

E
M

S
）

I
o
T
基
盤

外部サービス連係

基本情報管理

リソース情報管理

予測
（発電予測/需要予測）

DRイベント管理

MMS連係
取引管理

（入札/約定）
簡易指令システム連係

シミュレーション

GW提供

・・・オプション機能

精算ワークフロー

●各RA事業者サーバやxEMSとの連携が実現できる方式設計としている
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EchonetLite WebAPI経由でのエコキュート機器制御について（実証検証中）

リソース

ECHONET Lite Web APIの活用：

①“group”による機器一覧取得＊

②対象機器群のプロパティ値の取得（残湯量等）
③機器オブジェクトの操作

＊ECHONET Lite Web APIガイドラ・イン API仕
様部に準拠

リソース

（三菱電機製ヒートポン
プ式給湯機）

WebAPI サーバ

（三菱電機サーバ）

WebAPI クライアント

（TISサーバ）

クラウド連携IF

リソース制御機能

リソースIF リソースDB

認証
ECHONET Lite

Web API

それぞれのリソースは、ECHONET Lite Web APIの
Device Discriptionを実装

リソースの制御最適化を行うとともに、リソース情報を
管理して、 ECHONET Lite Web APIによるクライア
ントとのインターフェイスを実

リソース リソース

計量データ収集 リソース制御

EchonetLite WebAPIを活用することで、Carbonyで計算した最適化ロジックに基づく制御を行うこと
で、電気料金を考慮したわき上げ時間のシフトや、残湯量の制御を行うサービスが実現可能です。

最適化ロジック
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EchonetLite WebAPIを活用するメリット

HEMSコントローラーとやりとりしている情報を、
クラウド間でも連携が実現出来る

マルチベンダー・マルチサービスでの対応がクラウド上で可能

クラウドならではの制御コマンドによるグルーピングや、応用コマンド
による高度な制御に対応可能（順次対応中）

EchonetLiteを活用したクラウド間連携での実現方式をとることで、複数台のリソースコントロールが
比較的容易になり、スケーラビリティの面におけるメリットが大きいと考えています。
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３．脱炭素ソリューションによるGXの実現に向けて
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デジタルの力で脱炭素社会を共創し、後世に続く社会を実現する

エネルギー会社
企業・法人 個人・家庭

VPP(virtual power plant)ソリューション

エネLink・再エネ対応

実装済
実装可能

実証取組中 構想段階

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
例

脱炭素ソリューションコンセプト

デマンドレスポンス

エネルギーマネジメント

第1弾

節電ソリューション

環境価値取引

ＥＶソリューション

脱炭素応援PF

個人CO2排出測定

第2弾
～

脱炭素ソリューション Carbonyの提供イメージ

SCOPE3対応

✓ 脱炭素への取り組みはエネルギー会社→企業・法人→個人・家庭の順に進む
この順序・進行度合いを踏まえつつ先回りしたソリューションを打ち出していく

✓ 再エネが普及するためには、需要拡大が重要
キーワード：①行動変容：行動を変えるほど訴求できる価値を顕在化させる。行動負荷を下げる

②サービスに溶ける：エネルギーを意識しないでサービスを使っていると再エネを使っている
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省エネ促進サービス

カタールにおける省エネ促進サービス

• カタール国内の一般需要家の消費電力削減を促すことを目的として、カタール国営電力会社に「顧客各世帯の電力消費量

データを分析・効果的に可視化するアプリ・サービスの提供」を、丸紅株式会社と共同で実施。

現状・課題：

✓ 豊富な資源収入で、カタール国民は電気・水道など

光熱費が無料or低価格

✓ 火力発電を使い放題、温暖化要因が放置状態

✓ 国民に節エネ意識を持ってもらいたい

解決策：

✓ 電力消費量の分析・可視化を行うポータル構築

✓ 国民性、体験価値を含めたデザイン手法で設計

✓ 省エネ行動へのハードルを下げ、定着・習慣化へつなげ

るしくみづくりの実現

ユーザー体験価値の定義イメージ →

「国を大切に思う気持ち」
を省エネ行動に結び付ける
工夫をした画面構成。省エ
ネ行動の定着を図る
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環境価値取引によるサービスモデル

✓ 企業の事業活動により排出されるCO2（温室効果ガスの大部分を占める）を削減するという行為を環
境価値とし、それを取引の対象として扱える取引を「環境価値取引」として定義

✓ 本来企業価値を高める取り組みであるが、一般消費者を組みこむしくみを取り入れることで、環境価
値取引を拡大させるねらいでデザインされたサービスモデル

✓ 太陽光パネルで発電した再生可能エネルギーを電気自動車

（EV）に充電

✓ EVに貯めた再エネ電力を、商業施設など再エネ電力需要の有る

施設に放電して、電気とともに「環境価値を移管」する

✓ 当該商業施設から、取引の対価としてポイントなどの連携を受

けることができ、リピート利用につなげる

消費者との環境価値取引による
再エネ価値・利用の拡大

EVで商業施設へ行き、

ショッピングの時間に

商業施設へ再エネ電気を放電

環境価値移管の対価に

施設内で使える

ポイントなどを提供
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再エネの利活用最大化に向けたデータ駆動型プラットフォームへ

VPPプラットフォーム VPP拡張プラットフォーム

発電予測

需要予測

イベント管理
(経済DR発動・蓄電池充放
電・エコキュート制御等)

データ連携基盤／
事前評価計算

電源調達の
経済性最適化

電力販売の
経済性最適化

MTM
（MMS入札約定）

需給管理システム

JEPX連携

需給調整市場
（MMS）

卸電力取引市場
（スポット市場
/時間前市場）

外部システム

スポット単価予測

インバランス
単価予測

入札・約定 入札・約定

インバランス料金単価速報値

リソース

・スポット約定情報
・時間前約定情報
・時間前の板情報

需要家情報
/契約情報

/リソース情報

・需要抑制計画（需要側）

外部システム

・スポット入札情報
・時間前入札情報
・発電販売計画（発電側）

電源調達の経済性最適化、電力販売の経済性最適化を実現するため、需給調整市場JEPXの入札／約定情報
をVPPシステムと連携し、大量リソース群における制御にてEchonetLite WebAPIの活用を検討しています。

発動指令 ECHONET Lite
Web API

データ
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GXの実現に向けてデータ駆動型でのデジタルプラット
フォームを展開していきます。
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